












要  約:平成 5年度保健婦教育における母子保健指導の教育内容を 57 項目設定し、教育の

実態を教務主任、卒業生、現場指導者に対し、統計的調査を実施した。平成 6年度は現場

の担当者との意見交換により、調査結果の妥当性を検討した。本年度は 2ヵ年の研究をふ

まえ、研究 I「母子保健指専にかかわる保健婦基礎教育において強化すべき教育内容」と

研究Ⅱ「体験学習を中心とした母子保健教育の実践例集」をまとめた。さらに卒後体系に

ついての検討として、研究Ⅲ「新任保健婦等の職場内教育に関する実態調査」とし、全国

市町村、保健所の保健婦長を対象としたアンケート調査を実施した。調査結果の分析は次

年度に計画、平成 8年 2月 23日現在 68、4%の回収率である。


